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て約8割が肯定的な回答をした．2015年 9月のチリ地震による影響は見受けられないが，タルカワノにおいては

家族内での言い伝えの習慣がある程度根付いていることがわかる．また，図5に示した「もし地震が発生したら揺

れの大きさに関係なく避難すると思いますか」との質問については，7割から8割が肯定的な回答をし，高い避難

意識を持っていることがわかった． 

 

 
次に，図7と図8に示した共分散構造分析について考察する．実際の防災行動である「家族との話し合い」と過

去の大規模災害との因果関係については，両回ともに2004年のスマトラ島沖地震の認知度に影響を受けているこ

とがわかる．これは，自国で発生した1960年のチリ地震よりも高い係数を示し，そのインパクトが大きかったこ

とが推測される．また他の特徴的な点としては，「ハザードマップの認知度」との因果関係で，実際の防災行動「家

族との話し合い」との相関について，第1回目で係数0.36，第2回目で0.27と比較的高い数値を示している．図

6 で示したように住民のハザードマップ認知度は未だ低いものの，普及と啓発を推進させることにより，「家族と

の話し合い」に与える影響がさらに大きくなると考えられる．また，2015 年9 月のチリ地震前後の，第1回目と

第2回目の差については，実際の防災行動「家族との話し合い」と避難意志「揺れの大きさに関係なく避難するか」

との間の係数について，第 1回目が0.14，第2回目が0.36 と差が生じた．この点について，9月の災害が全ての

影響を与えているとは断定できないが，ある程度の防災意識への影響があったと予測できる． 
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図 7 「防災行動（家族との話し合い）」を

軸としたパス図（第１回目） 

図 8 「防災行動（家族との話し合い）」を

軸としたパス図（第２回目） 
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